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でも有効で二重結合とこれに隣接する OH基側の単結合の 2 つの位置で酸化開裂した生成物を与える
特徴のあることを見出した。更に基質のカルボニル基を活性化してシリル・エノール・エーテルに変
換し，その二重結合をこの系で酸化開裂することにより対応するカルボニル化合物を得る方法を開発
しその反応機構について調べている。又基質のオレフインを π アリルパラジウム錯体に誘導し，パラ
ジウム鋳型に固定化することにより選択性の発現を試み この系で酸化することによりオレフインの
α 位に位置並びに立体選択的に OH基を導入し得ることを見出した。又これらに関連してバナジウム
触媒の存在下で分子状酸素を用いて環状オレフインより一段でエポキシアルコールを生成する方法を
も開発している。このように MoV等の遷移金属とヒドロ過酸化物系を用いる試剤は各種のオレフイ
ン類の選択的酸化に有効で、あることを示したもので 博士論文として価値あるものと認める。
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